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富める者と共に葬られた」（イザヤ 53 :5 -9）は、マルコ福音書で、ピラトがイエスに何も罪
を見つけられなかったにもかかわらず（15 :14）、2 人の強盗と一緒に十字架につけられ罪人と
して死刑にされたこと（15 :27）、身分の高い議員が用意した墓に葬られたこと（15 :43 -46）
と呼応する。そして何よりも、イザヤ書の「53:10 彼は自らを償いの献げ物とした。11［…］
私の僕は、多くの人が正しい者とされるために、彼らの罪を自ら負った」（イザヤ 53 :10 -11）
は、マルコ福音書のイエスが自らの死を予言して言った「人の子は［…］多くの人の身代金
として自分の命を献げるために来たのである」（10 :45）と呼応し、マルコの 10 章 45 節は、




イザヤ書の苦難の僕との類似 2 は、マルコが彼の福音書の 15 章で用いた詩編 22 編や 69
編の苦難の義人のモチーフを強く反映した描写によって、さらに補強されている。イエス
の最期の言葉、「わが神、わが神、どうして私をお見捨てになったのか」（15 :34）は、詩編
22 :2（21 :2 LXX）「22:2 わが神、わが神、なぜ私をお見捨てになったのか。なぜ私を遠く離
れ、救おうとせず、呻きも言葉も聞いてくださらないのか」からの引用であり 3、マルコ福
音書でローマの兵隊がくじを引いてイエスの衣服を分けたこと（15 :24）は、詩編 22、19 節
（21 :19LXX）の「［さいなむ者が］ 私の着物を分け、衣を取ろうとしてくじを引く」と共鳴し
ている。通りすがりの者がイエスを冒瀆して嘲笑ったこと（15 :29）は同詩編 8 節の「私を見
る人は皆、私を嘲笑い／唇を突き出し、頭を振る」と並行し、また、ある人がイエスに酢 4 を


















































マルコのイエスは、自らを「身代金」lu,tron として献げると言った。この lu,tron は様々な
解釈が可能である。TDNT によれば 12、これは語源的には lu,w “to lose”（解く）から来てお
り、主としてヘブライ語の 3 つの語、すなわち rp,Koo（kōper）、raeGo（gō´ēr）、!yod>Pi（pidyōn）
の相当語として用いられる。
第一の rp,Koo は、もともと「覆う、覆い隠す」（to cover）の意味であり、その意味は犠牲の
祭儀などに残っている。この意味では、rp,Ko は常に、過失と等価であることを含意し、身代
わりの思想と結びついた。そこから、罪の贖いとして犠牲にされる、罪の重みと等しい価値
を持つ身代わりの生け贄を rp,Koo=lu,tron というようになったのであるが、この lu,tron で贖わ
れるものは常に、人間の命（yuch,）である。











た 15。リディアで CE143 年にアルテミドロスという男が神々に捧げた石碑や、もう一人の男


















他 5:13 ; 8 : 13 -19 も参照）。クムランでは、障碍は ｢ 穢れ ｣ であり、「穢れ」は祭儀的問題だ






























は、たとえば、紀元前 2 世紀後半に書かれたとされるマカバイ記二の 7 章に見られる 23。紀
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